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まとめ 

岡山県内での診療連携の実効性をより高めるため、てんかん診療連携機関の見直し・拡充

を行い、岡山県てんかん診療ネットワーク（Okayama Prefectural Epilepsy Network, OPEN）と

して改めて立ち上げた。OPENでは年 2 回の定例会議を行い、診療連携上の課題につき討論

を行うこととし、メーリングリストでの情報交換も行っている。県内の診療レベル全体の向

上目的で開始した症例 TVカンファレンスは継続して行っている。患者と家族の生活の質を

向上させるべく、患者に関わる職種への研修会や患者の就労に関する勉強会の開催や、てん

かんコーディネーターによる相談業務も行っている。 

 

1. 概要 

今年度は、県内での診療連携体制の強化の他、患者と家族の支援体制を整備するため、以

下の事業を行った。 

 岡山県内の診療連携体制の見直し・拡充 

 医療従事者に対するてんかん研修 

 一般県民、患者に関わり得る職種に対する疾患啓発活動 

 てんかんコーディネーターによる相談・診療連携業務 

 

2. 活動状況 

1) 診療連携体制の見直し・拡充 

岡山県には 5 つの二次医療圏があり、各

医療圏に地域医療連携施設は存在するもの

の、県の北部は連携施設がまだまだ少ない

状況が続いている。今年度は診療連携の実

効性を強化するため、連携機関の見直しと

拡充を行い、岡山県てんかん診療ネットワ

ーク（OPEN）として改めて立ち上げた。昨

年度よりも脳神経内科の連携施設が増加

し、成人患者の受け入れがよりスムーズに

なってきている。 

 

また、医師同士の顔が見える関係を構築することが円滑な連携に必須と考え、OPENメー

リングリスト上でアンケートを行い、少なくとも年 1 回は顔を合わせての会議を開催する



ことにした（従来は医師、行政、患者会、患者、患者家族から成るてんかん治療医療連携協

議会のみであった）。2019 年 8 月 16 日に会議を開催し、岡山県でのてんかん診療連携に関

する現状と問題点（救急対応や転医等）、岡山大学病院てんかんセンターでの診療内容、症

例 TVカンファレンスの案内、診療情報提供共通テンプレート等について討論を行った。ま

た、毎年 2 月頃に開催される岡山てんかんフォーラムに合わせ（今年は 2月 22日）、2 回目

の定例会議を開催する予定である。 

 

2) てんかんに関する研修 

 医師を対象とした webセミナー（2019 年 9月 2 日、9 月 4 日） 

 てんかん患者の就労支援に関する勉強会（2019 年 11 月 15日、11 月 22日） 

 小児デジタル脳波ハンズオンセミナー：約 70名の医師、臨床検査技師が参加 

 てんかん外科カンファレンス：月に 2回開催、多職種による症例検討 

 てんかん症例 TVカンファレンス：月に 1回開催、参加機関・人数は徐々に増加。 

 



3) 疾患啓発活動 

 患者に関係し得る職種に対する研修会 

幼稚園・学校教諭（2019年 8月 9日） 

ジョブコーチ（2020年 1月 31日） 

 パープルデー（2019年 3月下旬の予定） 

啓発ポスターや資料展示・配布、患者会と共

同でのイベント開催 

 

4) 相談業務 

てんかんコーディネーターは 2 名配置されてお

り、小児看護専門看護師が 1名（常勤、併任）、社会

福祉士が 1名（常勤、併任）である。社会福祉士は総合患者支援センター（てんかんセンタ

ー相談窓口を設置）に所属しており、同センターの他の職員もコーディネーター業務の補助

を適宜行っている。 

 

小児看護専門看護師は、重症心身障害児・者に対し、小児神経科や関連診療科（小児外科

等）受診時に生活全般の支援を行っている。社会福祉士は、てんかんセンター相談窓口にて、

社会保障制度、移行医療、就職等の社会福祉的諸問題に関し相談業務を行っている。電話相

談は、平日の 14 時～16時に行っている。また、県内および県外への転医先のコーディネー

ト業務も行っている。 

 

3. 成果 

診療連携体制の強化は徐々に進んできており、特に逆紹介、県内転居による転医、小児か

ら成人への移行は以前よりもスムーズに行えるようになってきている。症例 TVカンファレ

ンスへ脳神経内科や精神科の若手医師が参加するようになってきたのは、次世代医師の育

成の観点から心強いことである。また、TVカンファレンスを開始して以降、紹介患者が増

えた医療機関があり、相手が見えていることの重要性が痛感される。 




